
関係者各位 

令和 5 年 5 月吉日 

苫小牧地区バスケットボール協会 

U12 強化・育成 G 長 宮野 将先 

 

２０２３年度 U１２育成センター開催のご案内 

 

拝啓 初夏の候 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、コロナ感染症がまだ完全に終息したとはいえないなかではございますが、

本年度につきましても、子どもたちの技術向上などを図っていきたいと考えており、

「２０２３年度苫小牧地区 U１２育成センター」を行う運びとなりました。最大限の感

染対策を行った上で実施していこうと考えております。 

 つきましては、開催に際して、参加希望者の確認をさせて頂ければ幸いです。 

下記事項をご確認いただきまして、各選手、保護者の皆様にご案内のほど宜しくお

願い致します。 

 時節柄、皆様のご健勝とご活躍をお祈り申しあげます。 

 

敬具 

 

募集要項 

【対象者】 

TeamJBA に選手登録を行っている苫小牧地区で活動する男女小学５年生以上 

※最終的に 6 年生から 15 名前後、5 年生から 10 名前後の合計男女各 25 名程度で

活動予定。また、参加者人数が少ない場合は、開催を中止することがございます。 

 

【参加資格】 

1,外国籍選手の参加について、将来的な帰化の可能性を考慮し、JBA 選手登録を 

前提として参加を認める。 

2,年齢４月２日つけの年齢（学校における学年）とする。 

3,居住地・学校所在地・活動場所のいずれかが北海道であること 

4,選手参加規程に遵守できること 

 



参加に際して 

 DC 参加について 

選考は行いますが、自由参加となります。各チームは DC のコンセプトを 

ご理解の上、必ず各選手・保護者の方全てにご案内下さい。 

 

実施時期：6 月下旬より月１回のペースで実施予定 

  ※緊急事態宣言などが出た場合は協会活動ガイドラインに準じる。 

 

選考実施方法：今回の参加希望人数によって選考実施に関しては検討して 

おります。ご了承ください。（集合測定 or 各チームにて実施） 

 

申し込み締切 

 ５月２５日（木）終日 

 参加希望者を添付しております EXCEL シートに記入し各チームで 

取りまとめて、宮野までご連絡下さい。 

送付先：mm.viva.makun.fight@gmail.com 

 

 

  



 

選手参加規定 

 1,原則として育成センターの活動を優先し、参加すること（応相談） 

 ※チームの練習試合で参加できないなどは不可。その他の事象については、その都度ご相談下さい。 

 2,全国大会やそれに準ずる公式戦の予選などと日程が重複した場合は、チーム活動 

を優先することができる。平日の活動を実施する場合、選手・所属チームに予め 

日程を示し、過剰負担にならないように配慮する。 

 3,飛び級選手（優秀な選手で上のカテゴリーで活躍する選手）は、上位・下位の 

DC に両方参加できる。上位 DC を優先し、角の負担にならないよう配慮する。 

4,選手の入れ替えについて、新たな有望選手発掘の観点から年間 2 下位程度の選手 

入れ替えを行っても良い。 

 ※今年度に限り、入れ替えは考えておりません。 

参加料 

 1,受益者負担の考え方に基づき選手から参加料を徴取する。 

 2,1 回あたり 1,000 円 

遵守事項 

JBA インティグリティ委員会により「クリーンバスケット、クリーンザゲーム」を遵守し、暴

力暴言根絶を徹底する。 

※JBA 行動規範には暴言暴力のほか、不適切な指導、安全義務違反、リクルート、金品の 

贈与及び受理などが含まれる。特に重大な過失を伴う重い事故が生じた場合、保険だけで 

は対応できないことがあること、指導者個人が訴訟対象となることを認知しておくこと。 

その他（ガイドライン抜粋） 

①選手選考 

1.育成年代の選手の選考にあたっては、「今」の評価だけではなく「将来」を想定 

した評価を取り入れ選考を行う。 

2.選手評価基準を参考に担当者が選手選考を実施する。 

3.育成センター設置の目的に鑑み、勝利を目指すチーム作りの為の選考となって 

はならない。 

②スポーツ傷害保険 

1. 育成センター活動では、選手及び指導スタッフに対してスポーツ障害保険に 

加入させなくてはならない。 

2.HBA で一括加入するので別紙資料（保障内容）や報告について確認する。 

③マルファン症候群の取り扱い 



1.マルファン症候群について参加選手の保護者に理解していただき、問題がない 

ことを保護者自身で確認し、同意書に☑をしていただくこと。 

2.マルファン症候群の選手は本事業には参加できない場合がある。 

3.高身長者が多い競技特性から、指導者もマルファン症候群の理解に務めること。 

 


